























































2018 年度担当した物理学科及び情報科学科 3 年生の数学科指導法履修者は 12 名であり、5 限に授業を
















 　前期授業の 6回目、学生が模擬授業を 1回経験した後の授業で、次のような形態で図 1のジグソー法
手順によるグループワークを実施した。








1 班：ア 進路選択 2班：イ 幸せ 3 班：ウ 人生 と設定。
STEP2 班ごとにこの部品について、グループワーク（エキスパート活動：10分）
それぞれが自分の考えを伝え合う。班としての考え方をまとめていく。
次のステップとして、1班→2班、2 班→3班、3 班→1班と 1名ずつ入れ替えを指示。

























































































第 1 回の実践を踏まえ、実際の授業計画に組み込み実践することとした。授業計画（表 5）を提示し、
2020 年度前期授業の 8 回目、対面授業ができない状況で、ZOOM 形式授業の中で、ジグソー法手順によ
るグループワークを実施した。
表 5　2020 年度 数学科指導法１　授業計画案



























































































































































2020 年度前期は 32 名の学生が受講しているが、16 名ずつの 2クラスとして授業を進めている。各クラ








レポートを持参しての実践としたため、図 2のように STEP1 を省略し、STEP2 から実践した。
STEP0『数学のよさとは何か。中高生にわかりやすく説明する。』を設定。
各班に３つの部品を指示。
1 班：ア 効率 2 班：イ 見方・考え方 3 班：ウ 視覚化 と設定。
STEP2 班ごとにこの部品について、グループワーク（エキスパート活動：20分）
それぞれが自分の考えを伝え合う。班としての考え方をまとめていく。
次のステップとして、1班→2班、2 班→3班、3 班→1班と 2名ずつ入れ替えを指示。




































































































































































項目 十分理解 概ね理解 理解不十分 計
エキスパート活動 20 8 4 32
ジグソー活動 17 8 7 32
クロストーク 22 8 2 32
個人ワーク(2回目) 26 5 1 32
ジグソー法手順・目的 24 6 2 32
― 68 ―
表 12
項目 活用したい 活用場面検討 活用難しい 計
数学の授業 6 14 12 32



























































第 2版』東京大学 CoREF 自治体との連携による協調学習の授業づくりプロジェクト
4）   埼玉県教育委員会（平成 27 年度～現在）「未来を拓く『学び』プロジェクト」
5）   西川純（2015）「すぐにわかる！できる！アクティブ・ラーニング」新しい授業の方法がこの 1 冊で
わかる！
― 70 ―

